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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡の挿入部の先端部に配設され、軸方向に貫通している貫通口部を有する中空部材
と、
　照明光を出射する照明ユニットと、
　前記貫通口部に配設され、前記照明ユニットが配設されている固定部材と、
　を具備し、
　前記固定部材は、
　　前記照明ユニットが前記固定部材に固定されるように、前記照明ユニットを前記固定
部材に向けて付勢する照明側付勢部材と、
　　前記固定部材が前記貫通口部に固定されるように、前記固定部材を前記貫通口部の内
周面に向けて付勢する固定側付勢部材と、
　を有することを特徴とする内視鏡の照明固定構造。
【請求項２】
　前記照明ユニットは、照明光を出射する照明部と、前記照明部に電力を供給する照明用
ケーブルと、前記照明部と前記照明用ケーブルとの間に介在し、前記照明部と前記照明用
ケーブルとに導通する導通部とを有し、
　前記照明側付勢部材は、前記照明部または前記導通部を付勢することを特徴とする請求
項１に記載の内視鏡の照明固定構造。
【請求項３】
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　前記導通部は、放熱性を有することを特徴とする請求項２に記載の内視鏡の照明固定構
造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、照明ユニットを内視鏡の先端部に固定する内視鏡の照明固定構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、特許文献１は、ＬＥＤ照明モジュールを有する内視鏡装置を開示している。Ｌ
ＥＤは、電気接続回線に直接配設された状態で、内視鏡の先端部に配設されている。また
は、ＬＥＤは、接続プレートに配設された状態で、接続プレートと共に電気接続回線に配
設され、さらに内視鏡の先端部に配設されている。
【０００３】
　また例えば、特許文献２は、面発光光源を有する内視鏡装置を開示している。面発光光
源は、対物レンズの周辺スペースに配設されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１１－８３６１７号公報
【特許文献２】特開平８－１１７１８４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１において、各部材が配設される際、基準が開示されていない。このため、電
気接続回線に対するＬＥＤの位置決めと、接続プレートに対するＬＥＤの位置決めと、電
気接続回線に対する接続プレートの位置決めとにおいて、組み立て毎にばらつきが生じる
。また接続プレートが内視鏡の先端部に配設される際においても、組み立て毎にばらつき
が生じる。このようにばらつきが生じるため、組み立て性が低下する。これらにより、Ｌ
ＥＤの光量が低下する虞が生じる。
【０００６】
　本発明は、これらの事情に鑑みてなされたものであり、位置決めと組み立てとのばらつ
きを抑え、組み立て性の低下を防止できる内視鏡の照明固定構造を提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は目的を達成するために、内視鏡の挿入部の先端部に配設され、軸方向に貫通し
ている貫通口部を有する中空部材と、照明光を出射する照明ユニットと、前記貫通口部に
配設され、前記照明ユニットが配設されている固定部材と、を具備し、前記固定部材は、
前記照明ユニットが前記固定部材に固定されるように、前記照明ユニットを前記固定部材
に向けて付勢する照明側付勢部材と、前記固定部材が前記貫通口部に固定されるように、
前記固定部材を前記貫通口部の内周面に向けて付勢する固定側付勢部材と、を有すること
を特徴とする内視鏡の照明固定構造を提供する。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、位置決めと組み立てとのばらつきを抑え、組み立て性の低下を防止で
きる内視鏡の照明固定構造を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、本発明に係る内視鏡の概略図である。
【図２】図２は、先端硬質部の斜視図である。



(3) JP 5945459 B2 2016.7.5

10

20

30

40

50

【図３Ａ】図３Ａは、第１の実施形態において照明部が先端硬質部に直接固定されている
状態の横断面図である。
【図３Ｂ】図３Ｂは、照明部が先端硬質部に固定されている状態の縦断面図である。
【図４Ａ】図４Ａは、固定部材の斜視図である。
【図４Ｂ】図４Ｂは、図４Ａに示す固定部材の背面図である。
【図５Ａ】図５Ａは、第２の実施形態において照明部が導通部を介して先端硬質部に固定
されている状態の横断面図である。
【図５Ｂ】図５Ｂは、照明部が先端硬質部に固定されている状態の縦断面図である。
【図５Ｃ】図５Ｃは、導通部の分解斜視図である。
【図５Ｄ】図５Ｄは、導通部と照明ケーブルとが組み立てられた状態の斜視図である。
【図６】図６は、第２の実施形態の第１変形例を示し、照明ケーブルがシールドケーブル
として機能する場合の照明ユニットの分解斜視図である。
【図７Ａ】図７Ａは、第２の実施形態の第２変形例を示し、導通部の分解斜視図である。
【図７Ｂ】図７Ｂは、図７Ａに示す導通部と照明ケーブルとが組み立てられた状態の斜視
図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態について詳細に説明する。　
　［第１の実施形態］　
　［構成］　
　図１と図２と図３Ａと図３Ｂと図４Ａと図４Ｂとを参照して第１の実施形態について説
明する。
【００１１】
　［内視鏡１０］　
　図１に示すように内視鏡１０は、例えば体腔に挿入される中空の細長い挿入部２０と、
挿入部２０の基端部と連結し、内視鏡１０を操作する操作部３０とを有している。
【００１２】
　［挿入部２０］　
　挿入部２０は、挿入部２０の先端部側から挿入部２０の基端部側に向かって、先端硬質
部２１と、湾曲部２３と、可撓管部２５とを有している。先端硬質部２１の基端部は湾曲
部２３の先端部と連結し、湾曲部２３の基端部は可撓管部２５の先端部と連結している。
　
　先端硬質部２１は、挿入部２０の先端部であり、硬く、曲がらない。先端硬質部２１の
詳細な構成については、後述する。　
　湾曲部２３は、後述する湾曲操作部３７の操作によって、例えば上下左右といった所望
の方向に湾曲する。湾曲部２３が湾曲することにより、先端硬質部２１の位置と向きとが
変わり、図示しない照明光が観察対象物に照明され、観察対象物が観察視野内に捉えられ
る。この観察対象物とは、例えば、被検体（例えば体腔）内における患部や病変部等であ
る。　
　可撓管部２５は、所望な可撓性を有している。よって可撓管部２５は、外力によって曲
がる。可撓管部２５は、操作部３０における後述する本体部３１から延出されている管状
部材である。
【００１３】
　［操作部３０］　
　操作部３０は、可撓管部２５が延出している本体部３１と、本体部３１の基端部と連結
し、内視鏡１０を操作する操作者によって把持される把持部３３と、把持部３３と接続し
ているユニバーサルコード４１とを有している。
【００１４】
　［本体部３１］　
　本体部３１は、処置具挿入口３５ａを有している。処置具挿入口３５ａは、図示しない



(4) JP 5945459 B2 2016.7.5

10

20

30

40

50

処置具挿通チャンネルの基端部と連結している。処置具挿通チャンネルは、挿入部２０の
内部に配設され、可撓管部２５から先端硬質部２１に渡って配設されている。処置具挿通
チャンネルの先端部は、図２に示すように先端硬質部２１に配設されている先端開口部３
５ｃと連通している。処置具挿入口３５ａは、図示しない内視鏡用処置具を処置具挿通チ
ャンネルに挿入するための挿入口である。図示しない内視鏡用処置具は、処置具挿入口３
５ａから処置具挿通チャンネルに挿入され、先端硬質部２１側まで押し込まれる。そして
内視鏡用処置具は、先端開口部３５ｃから突出される。
【００１５】
　［把持部３３］　
　把持部３３は、湾曲部２３を湾曲操作する湾曲操作部３７と、スイッチ部３９とを有し
ている。
【００１６】
　［湾曲操作部３７］　
　湾曲操作部３７は、湾曲部２３を左右に湾曲操作させる左右湾曲操作ノブ３７ａと、湾
曲部２３を上下に湾曲操作させる上下湾曲操作ノブ３７ｂと、湾曲した湾曲部２３の位置
を固定する固定ノブ３７ｃとを有している。
【００１７】
　［スイッチ部３９］　
　スイッチ部３９は、送気・送水スイッチ３９ａと、吸引スイッチ３９ｂと、内視鏡撮影
用の各種スイッチ３９ｃとを有している。送気・送水スイッチ３９ａと吸引スイッチ３９
ｂと各種スイッチ３９ｃとは、把持部３３が操作者に把持された際に、操作者の手によっ
て操作される。　
　吸引スイッチ３９ｂは、吸引開口部を兼ねる前記した先端開口部３５ｃから吸引チャン
ネルを兼ねる処置具挿通チャンネルを介して、粘液や流体等を内視鏡１０が吸引するとき
に操作される。　
　送気・送水スイッチ３９ａは、先端硬質部２１において撮像ユニット５０の観察視野を
確保するために、図示しない送気チューブと図２に示す送気・送水チューブ２０３ｆとか
ら流体を送気するときと、図示しない送水チューブと送気・送水チューブ２０３ｆとから
流体を送水するときに操作される。流体は、水や気体を含む。　
　送気チューブと、送水チューブと、送気・送水チューブ２０３ｆとは、内視鏡１０の内
部において、挿入部２０から本体部３１と把持部３３とを介してユニバーサルコード４１
にまで配設されている。
【００１８】
　［ユニバーサルコード４１］　
　ユニバーサルコード４１は、制御装置１４に着脱自在な接続コネクタ４１ａを有してい
る。制御装置１４は、内視鏡１０を制御する。また制御装置１４は、後述する撮像ユニッ
ト５０によって撮像された画像を処理する画像処理部を有している。また制御装置１４は
、撮像ユニットによって撮像された画像を表示する表示部であるモニタ１６と接続してい
る。
【００１９】
　［先端硬質部２１］　
　図２に示すように、先端硬質部２１は、撮像ユニット５０と、１対の照明ユニット６０
と、先端開口部３５ｃと、図示しない送気・送水ノズルが配設される送気・送水チューブ
２０３ｆとを保持する保持部材である。
【００２０】
　撮像ユニット５０と、照明ユニット６０と、処置具挿通チャンネルと、送気・送水チュ
ーブ２０３ｆとは、先端硬質部２１から湾曲部２３と可撓管部２５とを介して操作部３０
にまで内視鏡１０を挿通している挿通部材であり、挿入部２０と操作部３０とに内蔵され
ている内蔵物である。このため先端硬質部２１は、このような挿通部材（内蔵物）を保持
する保持部材である。　
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　詳細には、先端硬質部２１は、挿通部材をそれぞれ保持するため、挿入部２０の長手軸
方向に貫通している個別の貫通口部２０３を有している。　
　貫通口部２０３は、撮像ユニット５０が挿入される撮像挿入孔部２０３ａと、照明ユニ
ット６０が挿入される１対の照明挿入孔部２０３ｂと、先端開口部３５ｃと連通し、処置
具挿通チャンネルが嵌り込むチャンネル挿入口部２０３ｃと、図示しない送気・送水ノズ
ルと送気・送水チューブ２０３ｆとが互いに連通するように嵌り込む送気・送水貫通孔部
２０３ｅとを有している。
【００２１】
　撮像挿入孔部２０３ａと照明挿入孔部２０３ｂとチャンネル挿入口部２０３ｃと送気・
送水貫通孔部２０３ｅとは、それぞれ別体である。またこれらは、それぞれに挿入される
内蔵物の形状に対応する形状を有している。つまり、例えば、照明挿入孔部２０３ｂは、
照明ユニット６０に対応する形状を有しており、詳細には照明ユニット６０が嵌合するよ
うな形状を有している。
【００２２】
　なお図３Ａに示すように、照明挿入孔部２０３ｂは、例えば段付円筒形状を有している
。照明挿入孔部２０３ｂは、先端部側に配設されている前方孔２０５ａと、前方孔２０５
ａよりも太い基端部側に配設されている後方孔２０５ｂと、前方孔２０５ａと後方孔２０
５ｂとの間に位置し、後述する図４Ａに示す固定部材７１の先端部が当接する当接部２０
５ｃとを有する。
【００２３】
　そして挿通部材（内蔵物）が各貫通口部２０３に挿入され配設されることで、先端硬質
部２１は挿通部材（内蔵物）をそれぞれ保持する。つまり先端硬質部２１は、穿設されて
いる中空部材である。
【００２４】
　このように、中空部材である先端硬質部２１は、内視鏡１０の挿入部２０の先端部に配
設されており、先端硬質部２１の軸方向に先端硬質部２１を貫通している貫通口部２０３
を有している。
【００２５】
　［照明固定構造７０］　
　図３Ａと図３Ｂと図４Ａと図４Ｂとに示すように、内視鏡１０は、内視鏡１０の先端部
を示す先端硬質部２１に配設される照明ユニット６０を、先端硬質部２１に固定する照明
固定構造７０を有している。　
　図３Ａと図３Ｂと図４Ａと図４Ｂとに示すように、照明固定構造７０は、貫通口部２０
３を有する中空部材である先端硬質部２１と、照明光を出射する照明ユニット６０と、貫
通口部２０３に配設され、照明ユニット６０が配設されている固定部材７１とを有してい
る。
【００２６】
　［照明ユニット６０］　
　図３Ａと図３Ｂとに示すように、照明ユニット６０は、例えば照明光を出射するＬＥＤ
などの照明部６１と、照明部６１に照明用の電力を供給する照明用ケーブル６３と、照明
部６１と照明用ケーブル６３との間に介在し、照明部６１と照明用ケーブル６３とに導通
する導通部６５とを有している。照明部６１が出射する照明光は、例えば白色光である。
照明部６１は、例えば立方体または直方体である。照明用ケーブル６３は、湾曲部２３と
可撓管部２５と操作部３０とユニバーサルコード４１とを介して接続コネクタ４１ａまで
内視鏡１０を挿通している。接続コネクタ４１ａが制御装置１４と接続することで、照明
用ケーブル６３は制御装置１４と接続し、制御装置１４によって照明を制御される。照明
用ケーブル６３は、照明ユニット６０と挿通部材（内蔵物）とに含まれている。照明用ケ
ーブル６３は、放熱性を有している。
【００２７】
　［固定部材７１］　
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　以下において、挿入部２０の長手軸方向をＺ方向、Ｚ方向に直交する方向をＸ方向、Ｚ
方向とＸ方向とに直交する方向をＹ方向と称する。Ｘ方向とＹ方向とは、先端硬質部２１
の先端面の平面方向を示す。前記した貫通口部２０３は、Ｚ方向に沿って配設され、Ｘ方
向とＹ方向とにおいて開口している。
【００２８】
　図３Ａと図３Ｂと図４Ａと図４Ｂとに示すように、固定部材７１は、例えば金属の平板
が照明部６１を覆うように折り曲げられることによって、形成される。詳細には、固定部
材７１は、照明部６１の先端面と照明部６１の基端面とを除く照明部６１の周面を覆うよ
うに形成されている。この金属は、例えばＳＵＳなどである。また照明部６１の先端面と
照明部６１の基端面とは、ＸＹ平面に配設されている。
【００２９】
　図４Ａと図４Ｂとに示すように、折り曲げられている固定部材７１において、一方の縁
部７１ａと他方の縁部７１ｂとは、離れている。このため、縁部７１ａと縁部７１ｂとの
間に配設され、Ｚ方向に沿って配設される隙間部７１ｃが形成される。
【００３０】
　照明部６１が例えば立方体または直方体である場合、固定部材７１は略四角形状の筒部
材または枠部材として形成される。この場合、固定部材７１の略四角形状の断面は、Ｚ方
向に沿って連続して配設されている。なお、これに伴い、図２に示すように照明挿入孔部
２０３ｂも略四角形状に形成され、図３Ａに示すように固定部材７１は照明挿入孔部２０
３ｂに挿入される。
【００３１】
　固定部材７１は、固定部材７１に挿入される照明部６１よりも大きい。このため図３Ｂ
に示すように、照明部６１が固定部材７１に挿入された際、固定部材７１の内周面と照明
部６１の外周面との間には隙間部７１ｄが形成される。
【００３２】
　［照明側付勢部材７３］　
　図３Ａと図３Ｂとに示すように、本実施形態では、固定部材７１は、照明ユニット６０
の照明部６１の外形を基準に、照明ユニット６０を固定部材７１に固定する。このため図
３Ａと図３Ｂと図４Ａと図４Ｂとに示すように、照明部６１よりも大きい固定部材７１は
、照明ユニット６０の照明部６１が固定部材７１に固定されるように、照明部６１を固定
部材７１に向けて付勢する照明側付勢部材７３を有している。
【００３３】
　図３Ａと図３Ｂと図４Ａと図４Ｂとに示すように、照明側付勢部材７３は、照明側付勢
部材７３ｘと、照明側付勢部材７３ｙと、照明側付勢部材７３ｚとを有している。照明側
付勢部材７３ｘと照明側付勢部材７３ｙと照明側付勢部材７３ｚとは、例えば板バネとし
て機能する。
【００３４】
　図３Ｂと図４Ｂとに示すように、照明側付勢部材７３ｘは、照明部６１がＹＺ平面に配
設される固定部材７１の内周面に固定されるように、照明部６１をＸ方向に付勢すること
でＹＺ平面に配設される固定部材７１の内周面に向かって付勢する。　
　図３Ａと図３Ｂと図４Ｂとに示すように、照明側付勢部材７３ｙは、照明部６１がＸＺ
平面に配設される固定部材７１の内周面に固定されるように、照明部６１をＹ方向に付勢
することでＸＺ平面に配設される固定部材７１の内周面に向かって付勢する。　
　図３Ａに示すように、照明側付勢部材７３ｚは、照明部６１をＺ方向に付勢する。
【００３５】
　図３Ｂに示すように、照明部６１は、ＹＺ平面に配設される固定部材７１の内周面に当
接するように照明側付勢部材７３ｘによってＸ方向に付勢されることで、ＹＺ平面に配設
される固定部材７１の内周面に位置決めされる。つまり照明部６１は、照明側付勢部材７
３ｘによってＸ方向において位置決めされる。　
　図３Ｂに示すように、照明部６１は、ＸＺ平面に配設される固定部材７１の内周面に当
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接するように照明側付勢部材７３ｙによってＹ方向に付勢されることで、ＸＺ平面に配設
される固定部材７１の内周面に位置決めされる。つまり照明部６１は、照明側付勢部材７
３ｙによってＹ方向において位置決めされる。　
　図３Ａに示すように、照明部６１は、後述する当接部７５に当接するように照明側付勢
部材７３ｚによってＺ方向に付勢され、当接部７５と照明側付勢部材７３ｚによってＺ方
向において位置決めされる。
【００３６】
　図３Ｂに示すように、照明側付勢部材７３ｘと照明側付勢部材７３ｙとは、照明部６１
の重心に対向するように配設されている。
【００３７】
　図４Ａに示すように、照明側付勢部材７３ｘと照明側付勢部材７３ｙと照明側付勢部材
７３ｚとは、固定部材７１と一体であり、固定部材７１の一部が折り曲げられることによ
って形成される。
【００３８】
　図４Ａと図４Ｂとに示すように、照明側付勢部材７３ｘは、ＹＺ平面に配設されており
、固定部材７１の外周面側から内周面側に向かって突出するように、折り曲げられている
。なお照明側付勢部材７３ｘは、ＹＺ平面に配設されている固定部材７１の内周面の一方
に配設されている。そして、照明側付勢部材７３ｘは、ＹＺ平面に配設されている固定部
材７１の内周面の他方に向かって照明部６１を付勢する。内周面の一方と他方とは、互い
に対向している。このように照明側付勢部材７３Ｘは、図３Ｂに示すように照明側付勢部
材７３Ｘの突出方向と同じ向きに照明部６１を付勢する。
【００３９】
　図４Ａと図４Ｂとに示すように、照明側付勢部材７３ｙは、ＸＺ平面に配設されており
、固定部材７１の外周面側から内周面側に向かって突出するように、折り曲げられている
。なお照明側付勢部材７３ｙは、ＸＺ平面に配設されている固定部材７１の内周面の一方
に配設されている。そして、照明側付勢部材７３ｙは、ＸＺ平面に配設されている固定部
材７１の内周面の他方に向かって照明部６１を付勢する。内周面の一方と他方とは、互い
に対向している。このように照明側付勢部材７３Ｙは、図３Ｂに示すように、照明側付勢
部材７３Ｙの突出方向と同じ向きに照明部６１を付勢する。
【００４０】
　図４Ａと図４Ｂとに示すように、照明側付勢部材７３ｚは、ＹＺ平面に配設される固定
部材７１の周面の一部がＸＹ平面に向かって折り曲げられることによって形成されており
、照明部６１の基端面に当接するように配設されている。
【００４１】
　［当接部７５］　
　図３Ａと図３Ｂと図４Ａと図４Ｂとに示すように、固定部材７１は、固定部材７１の先
端部に配設され、照明側付勢部材７３ｚによって付勢された照明部６１と当接する当接部
７５をさらに有している。　
　図３Ａに示すように、当接部７５を含む固定部材７１の先端部が当接部２０５ｃに当接
することによって、固定部材７１はＺ方向に位置決めされる。
【００４２】
　図３Ａに示すように、当接部７５は、照明部６１が照明側付勢部材７３ｚによってＺ方
向に付勢され固定部材７１からＺ方向に抜けることを防止するストッパーとして機能する
。また当接部７５は、固定部材７１が貫通口部２０３からＺ方向に抜けることを防止する
ストッパーとして機能する。
【００４３】
　図４Ａに示すように、当接部７５は、固定部材７１と一体であり、固定部材７１の先端
部の一部が折り曲げられることによって形成される。当接部は、Ｘ方向に沿って配設され
ている。
【００４４】
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　［固定側付勢部材７７］　
　また図３Ａと図３Ｂと図４Ａと図４Ｂとに示すように、固定部材７１は、固定部材７１
が貫通口部２０３に固定されるように、固定部材７１を貫通口部２０３の内周面に向けて
付勢する固定側付勢部材７７をさらに有している。　
　図３Ａと図３Ｂと図４Ａと図４Ｂとに示すように、固定側付勢部材７７は、固定側付勢
部材７７ｘと、固定側付勢部材７７ｙとを有している。固定側付勢部材７７ｘと固定側付
勢部材７７ｙとは、例えば板バネとして機能する。
【００４５】
　図３Ｂと図４Ｂとに示すように、固定側付勢部材７７ｘは、固定部材７１がＹＺ平面に
配設される貫通口部２０３の内周面に固定されるように、固定部材７１をＸ方向に付勢す
ることでＹＺ平面に配設される貫通口部２０３の内周面に向かって付勢する。　
　図３Ａと図３Ｂと図４Ｂとに示すように、固定側付勢部材７７ｙは、固定部材７１がＸ
Ｚ平面に配設される貫通口部２０３の内周面に固定されるように、固定部材７１をＹ方向
に付勢することでＸＺ平面に配設される貫通口部２０３の内周面に向かって付勢する。
【００４６】
　図３Ｂに示すように、固定部材７１は、ＹＺ平面に配設される貫通口部２０３の内周面
に当接するように固定側付勢部材７７ｘによってＸ方向に付勢されることで、ＹＺ平面に
配設される貫通口部２０３の内周面に位置決めされる。つまり固定部材７１は、固定側付
勢部材７７ｘによってＸ方向において位置決めされる。　
　図３Ａと図３Ｂとに示すように、固定部材７１は、ＸＺ平面に配設される貫通口部２０
３の内周面に当接するように固定側付勢部材７７ｙによってＹ方向に付勢されることで、
ＸＺ平面に配設される貫通口部２０３の内周面に位置決めされる。つまり固定部材７１は
、固定側付勢部材７７ｙによってＹ方向において位置決めされる。　
　図３Ａに示すように、固定部材７１は、当接部７５を含む固定部材７１の先端部が当接
部２０５ｃに当接することで、貫通口部２０３の内周面に位置決めされる。つまり固定部
材７１は、当接部２０５ｃによってＺ方向において位置決めされる。
【００４７】
　図４Ａと図４Ｂとに示すように、固定側付勢部材７７ｘと固定側付勢部材７７ｙとは、
固定部材７１と一体であり、固定部材７１の一部が折り曲げられることによって形成され
る。
【００４８】
　図３Ａと図３Ｂと図４Ａと図４Ｂとに示すように、固定側付勢部材７７ｘは、照明側付
勢部材７３ｘと同一平面に配設されている。固定側付勢部材７７ｘは、ＹＺ平面に配設さ
れており、固定部材７１の内周面側から外周面側に向かって突出するように、折り曲げら
れている。固定側付勢部材７７ｘは、Ｘ方向において照明側付勢部材７３ｘとは逆向きに
突出している。固定側付勢部材７７Ｘは、ＹＺ平面に配設されている貫通口の内周面の一
方と当接し、当接によってＹＺ平面に配設されている貫通口の内周面の他方に向かって固
定部材７１を付勢する。つまり固定側付勢部材７７Ｘは、固定側付勢部材７７Ｘの突出方
向とは逆向きに固定部材７１を付勢する。この貫通口の内周面の一方と他方とは、互いに
対向している。固定側付勢部材７７ｘは、Ｚ方向において、照明側付勢部材７３ｘの両脇
に配設されている。
【００４９】
　図３Ａと図３Ｂと図４Ａと図４Ｂとに示すように、固定側付勢部材７７ｙは、照明側付
勢部材７３ｙと同一平面に配設されている。固定側付勢部材７７ｙは、ＸＺ平面に配設さ
れており、固定部材７１の内周面側から外周面側に向かって突出するように、折り曲げら
れている。固定側付勢部材７７ｙは、Ｙ方向において照明側付勢部材７３ｙとは逆向きに
突出している。固定側付勢部材７７Ｙは、ＸＺ平面に配設されている貫通口の内周面の一
方と当接し、当接によってＸＺ平面に配設されている貫通口の内周面の他方に向かって固
定部材７１を付勢する。つまり固定側付勢部材７７Ｙは、固定側付勢部材７７Ｙの突出方
向とは逆向きに固定部材７１を付勢する。この貫通口の内周面の一方と他方とは、互いに
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対向している。固定側付勢部材７７ｙは、Ｚ方向において、照明側付勢部材７３ｙの両脇
に配設されている。
【００５０】
　［固定方法］　
　以下に、本実施形態における照明ユニット６０の固定方法について説明する。　
　［Ｓｔｅｐ１（照明ユニット６０の固定）］　
　照明ユニット６０において、照明部６１は、固定部材７１に挿入される。　
　このとき照明部６１は、図３Ｂに示すように、照明側付勢部材７３ｘによってＸ方向に
付勢され、付勢によってＹＺ平面に配設される固定部材７１の内周面に当接する。これに
より、照明部６１は、ＹＺ平面に配設される固定部材７１の内周面に位置決めされ、照明
側付勢部材７３ｘによってＸ方向において位置決めされる。　
　また照明部６１は、図３Ａと図３Ｂとに示すように、照明側付勢部材７３ｙによってＹ
方向に付勢され、付勢によってＸＺ平面に配設される固定部材７１の内周面に当接する。
これにより照明部６１は、ＸＺ平面に配設される固定部材７１の内周面に位置決めされ、
照明側付勢部材７３ｙによってＹ方向において位置決めされる。　
　また照明部６１は、図３Ａに示すように、照明側付勢部材７３ｚによってＺ方向に付勢
され、付勢によって当接部７５と当接する。これにより照明部６１は、当接部７５と照明
側付勢部材７３ｚとによってＺ方向において位置決めされる。
【００５１】
　なお図３Ｂに示すように、照明側付勢部材７３ｘと照明側付勢部材７３ｙとは、照明部
６１の重心に対向するように配設されている。よって照明部６１は、ずれることなく位置
決めされる。
【００５２】
　［Ｓｔｅｐ２（照明ユニット６０を有する固定部材７１の固定）］　
　照明ユニット６０を有する固定部材７１は、貫通口部２０３に挿入される。　
　図３Ｂに示すように、固定部材７１は、固定側付勢部材７７ｘによってＸ方向に付勢さ
れ、付勢によってＹＺ平面に配設される貫通口部２０３の内周面に当接する。これにより
、固定部材７１は、ＹＺ平面に配設される貫通口部２０３の内周面に位置決めされ、固定
側付勢部材７７ｘによってＸ方向において位置決めされる。　
　また図３Ａと図３Ｂとに示すように、固定部材７１は、固定側付勢部材７７ｙによって
Ｙ方向に付勢され、付勢によってＸＺ平面に配設される貫通口部２０３の内周面に当接す
る。これにより固定部材７１は、ＸＺ平面に配設される貫通口部２０３の内周面に位置決
めされ、固定側付勢部材７７ｙによってＹ方向において位置決めされる。　
　また図３Ａに示すように、固定部材７１は、当接部７５を含む固定部材７１の先端部が
当接部２０５ｃに当接することで、貫通口部２０３の内周面に位置決めされる。つまり固
定部材７１は、当接部２０５ｃによってＺ方向において位置決めされる。
【００５３】
　［効果］　
　このように本実施形態では、照明側付勢部材７３によって照明部６１を固定部材７１に
固定し、固定側付勢部材７７によって固定部材７１を貫通口部２０３に固定する。また本
実施形態では、当接部２０５ｃによって照明部６１を固定部材７１に固定し、当接部２０
５ｃによって固定部材７１を貫通口部２０３に固定する。　
　これにより、本実施形態では、照明部６１と固定部材７１とはＸ，Ｙ，Ｚ方向とこれら
の軸回り方向において位置決めされ、あおりを防止される。よって本実施形態では、位置
決めと組み立てとのばらつきを抑え、組み立て性の低下を防止できる。
【００５４】
　また本実施形態では、前記によって、照明部６１の光量が低下することも防止できる。
【００５５】
　また本実施形態では、照明用ケーブル６３によって、照明部６１が照明光を出射する際
に照明部６１から発生する熱を挿入部２０の基端部側に放熱できる。
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【００５６】
　本実施形態では、組み立て性の低下を防止でき、光量の低下を防止でき、熱を放熱でき
るため、内視鏡１０ごとに生じる品質のばらつきを抑えることができ、安定した品質を有
する内視鏡１０を提供できる。
【００５７】
　なお本実施形態では、照明部６１を固定部材７１に固定した後、固定部材７１を貫通口
部２０３に固定したが、順序は特に限定されない。
【００５８】
　［第２の実施形態］　
　図５Ａと図５Ｂと図５Ｃと図５Ｄとを参照して、第２の実施形態について説明する。本
実施形態では、以下に、第１の実施形態の構成とは異なる構成のみ説明する。　
　［照明ユニット６０］　
　図５Ａと図５Ｃとに示すように、照明用ケーブル６３は、例えば同軸ケーブルとして機
能する。この場合、照明用ケーブル６３は、内部導体６３ａと、内部導体６３ａの外周面
に配設され、内部導体６３ａを覆う内部絶縁層６３ｂと、内部絶縁層６３ｂの外周面に配
設され、内部絶縁層６３ｂを覆う外部導体６３ｃと、外部導体６３ｃの外周面に配設され
、外部導体６３ｃを覆う外部絶縁層６３ｄとを有している。
【００５９】
　図５Ａと図５Ｃとに示すように、導通部６５は、平板状の第１の導通部材６５ａと、第
１の導通部材６５ａに積層している基板部材６５ｂと、基板部材６５ｂに積層している平
板状の第２の導通部材６５ｃと、熱収縮チューブ６５ｄとによって形成されている。
【００６０】
　第１の導通部材６５ａと第２の導通部材６５ｃとは、例えば銅など金属である。第１の
導通部材６５ａと第２の導通部材６５ｃとは、例えば図示しないニッケルメッキによって
覆われている。第１の導通部材６５ａと第２の導通部材６５ｃとは、放熱性を有している
。
【００６１】
　図５Ａと図５Ｃとに示すように、基板部材６５ｂは、第１の導通部材６５ａと第２の導
通部材６５ｃとが互いに導通しないように、第１の導通部材６５ａと第２の導通部材６５
ｃとの間に介在している。基板部材６５ｂは、基板部材６５ｂの表面に配設されているパ
ターンを有している。基板部材６５ｂの表面には、例えば図示しないはんだメッキが配設
されている。
【００６２】
　導通部６５は照明用ケーブル６３と例えば図示しないはんだによって接続している。そ
して図５Ａに示すように、内部導体６３ａは第２の導通部材６５ｃと接続し、外部導体６
３ｃは第１の導通部材６５ａと接続している。なお、内部導体６３ａは、導通部材６５ｃ
と接続している導通部材６５ｂのパターンと接続していてもよい。
【００６３】
　図５Ａと図５Ｃと図５Ｄとに示すように、熱収縮チューブ６５ｄは、第１の導通部材６
５ａと基板部材６５ｂと第２の導通部材６５ｃとを覆う。熱収縮チューブ６５ｄは、絶縁
性を有している例えば樹脂材である。
【００６４】
　［固定部材７１］　
　図５Ａと図５Ｂとに示すように、本実施形態では、固定部材７１は、照明ユニット６０
の導通部６５の外形を基準に、照明ユニット６０を固定部材７１に固定する。固定部材７
１は、熱収縮チューブ６５ｄにかしめられる。このため、照明側付勢部材７３は、熱収縮
チューブ６５ｄを介して照明ユニット６０の導通部６５が固定部材７１に固定されるよう
に、導通部６５を固定部材７１に向けて付勢する。
【００６５】
　［照明部６１］　
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　照明部６１は、導通部６５の先端部を示す第１の導通部材６５ａの先端部と第２の導通
部材６５ｃの先端部とに、例えば図示しないはんだによって位置決め固定されている。こ
のとき照明部６１は、固定部材７１に対する照明部６１の相対的な位置を基準に、導通部
６５に位置決め固定される。
【００６６】
　［効果］　
　本実施形態では、照明側付勢部材７３によって導通部６５を固定部材７１に固定し、導
通部６５に照明部６１を固定し、固定側付勢部材７７によって固定部材７１を貫通口部２
０３に固定する。このため本実施形態では、貫通口部２０３に対する照明部６１の相対的
な位置を精度よく固定でき、位置決めと組み立てとのばらつきをさらに抑え、組み立て性
の低下をさらに防止できる。
【００６７】
　また本実施形態では、第１の導通部材６５ａと第２の導通部材６５ｃとによって、照明
部６１が照明光を出射する際に照明部６１から発生する熱を挿入部２０の基端部側に放熱
できる。
【００６８】
　［第１の変形例］　
　図６に示すように、照明用ケーブル６３は、例えばシールドケーブルとして機能しても
よい。内部導線の一方６３ｇは、例えばはんだ６３ｈによってまとめられ第１の導通部材
６５ａと接続する。内部導線の他方６３ｉは、例えば図示しないはんだによってまとめら
れ第２の導通部材６５ｃと接続する。
【００６９】
　［第２の変形例］　
　図７Ａと図７Ｂとに示すように、第２の導通部材６５ｃは、第２の導通部材６５ｃが内
部導体６３ａと接続するように、内部導体６３ａにかしめられる。第２の導通部材６５ｃ
は、かしめのために、複数層に折り曲げらえている。
【００７０】
　第１の導通部材６５ａは、第１の導通部材６５ａが外部導体６３ｃと接続するように、
外部導体６３ｃにかしめられる第２のかしめ部６５ｅを有している。第２のかしめ部６５
ｅは、第１の導通部材６５ａの基端部に配設されている。第２のかしめ部６５ｅは、リン
グ形状の一部が開口している形状を有している。この外部導体６３ｃは、開口部６５ｆを
介して第２のかしめ部６５ｅに挿入される。そして第２のかしめ部６５ｅは、開口部６５
ｆが閉じるように、外部導体６３ｃをかしめる。
【００７１】
　第１の導通部材６５ａと第２の導通部材６５ｃとの間には、第１の導通部材６５ａと第
２の導通部材６５ｃとを絶縁させるための絶縁材６５ｈが配設されている。
【００７２】
　本発明は、上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではその要旨を
逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態に開示されてい
る複数の構成要素の適宜な組み合せにより種々の発明を形成できる。
【符号の説明】
【００７３】
　１０…内視鏡、２１…先端硬質部、６０…照明ユニット、６１…照明部、６３…照明用
ケーブル、６５…導通部、７０…照明固定構造、７１…固定部材、７３，７３ｘ，７３ｙ
，７３ｚ…照明側付勢部材、７５…当接部、７７，７７ｘ，７７ｙ…固定側付勢部材、２
０３…貫通口部、２０３ｂ…照明挿入孔部、２０５ａ…前方孔、２０５ｂ…後方孔、２０
５ｃ…当接部。
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